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築

制

こな、

本場磯節嘩大洗ばやし等に

観衆の皆君子ん大よろ
藍静'0'85

茨
城
県
民
に
と
っ
て
世
紀
の
祭
典

と
な
っ
た
科
学
万
博
i
つ
く
ば
部
も

制
連
日
盛
況
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
て
い

…
ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な

刷
催
し
と
し
て
評
判
を
呼
ん
で
い
る
の

が
、
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
お
ま
つ

山
り
広
場
で
の
、
各
市
町
村
の
特
色
を

叩
紹
介
す
る
「
市
町
村
の
日
L

で
す
。

か
大
洗
町
の
口
u
o
は
去
る
4
月
4
臼

に
こ
こ
で
行
わ
れ
、
当
呂
、
出
演
さ

れ
る
本
場
機
節
・
荒
磯
太
鼓
・
大
洗

ば
や
し
の
各
保
存
会
を
は
じ
め
、
大

冊
洗
町
連
合
婦
人
会
・
光
楓
吟
一
詠
学
院
・

大
洗
高
校
・
大
洗
ミ
ス
ポ
!
ト
・
町

叩
議
会
議
員
・
役
場
関
係
者
約
四

0
0

名
の
皆
さ
ん
が
早
朝
よ
り
パ
ス
9
台

を
仕
立
て
て
会
場
に
向
い
ま
し
た
。

県
内
屈
指
の
観
光
地
と
し
て
そ
の

知
名
度
も
全
国
的
に
高
い
大
洗
町
だ

け
に
、
前
人
気
も
上
々
で
あ
い
に
く

の
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
会
場
で
は
開

会
前
に
す
で
に
観
客
席
が
埋
め
つ
く

さ
れ
る
感
況
ぶ
り
で
し
た
。

定
刻
日
時
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
の
あ
と
早
速
催
事
に
移
り
、

当
町
の
古
典
芸
能
で
あ
る
大
洗
ば
や

し
を
皮
切
り
に
、
光
楓
吟
一
詠
会
の
詩

吟
や
踊
り
、
大
洗
町
連
合
婦
人
会
の

大
洗
音
顕
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
午
後

か
ら
は
大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
パ
ン

ド
・
大
洗
本
場
磯
節
保
存
会
・
大
洗

荒
磯
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
出
演

し
、
ド
リ
ル
や
本
場
磯
節
・
豪
快
な

荒
磯
太
鼓
な
ど
が
舞
台
い
っ
ぱ
い
に

繰
り
広
げ
ら
れ
、
延
約
三
子
人
に
及

ぶ
観
衆
を
魅
了
し
、
大
き
な
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。

ま
だ
こ
の
間
、
大
洗
ミ
ス
ポ

l
卜

の
5
人
の
皆
さ
ん
も
町
の
紹
介
や
、

観
客
席
で
の
観
光
パ
ン
フ
レ
y
ト
配

布
な
ど
町
P
R
に
一
役
を
か
い
、
午

前
・
午
後
に
分
け
て
行
な
わ
れ
た
大

洗
特
産
ワ
カ
メ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で

は
、
観
客
の
皆
さ
ん
も
大
よ
ろ
こ
び

で
し
た
。

ド
リ
ル
演
奏
中
の
大
洗
高
校
ブ
ル
l
ホ
ー
ク

大洗音頭を蹄る連合婦人会の皆さん

磯
節
を
踊
る
磯
部
保
存
会
の
皆
さ
ん

勇
壮
な
荒
磯
太
鼓

熱心に見いる観衆の皆8ん

磯の月歌と踊り・光楓吟詠会熱演の大洗ばやし保存会の皆さん
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(フェリー就麟記愈〉

、;fti毎道の擁、

高令替の皆~ん
元気じ参加

第161号 (2)

昭
和
臼
年
は
「
交
通
死
亡
事
故
の
抑

止
」
を
最
重
点
に
揚
げ
交
通
事
故
防
止

の
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
事
故
の

発
生
状
況
は
市
民
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
こ
そ
は
事
故
死
傷
者
を
出
さ
な

い
よ
う
に
と
、
去
る
4
月
6
8
か
ら
4

月
日
日
ま
で
の
日
日
間
、
水
戸
地
区
交

通
安
全
協
会
大
洗
支
部
(
小
播
五
朗
支

部
長
)
・
大
洗
町
交
通
安
全
母
の
会
(
石

井
き
み
会
長
)
に
よ
る
昭
和

ω年
春
の

全
酉
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
こ
の
運
動
は
、
一
人
ひ
と
り
に
交
通

安
全
思
想
・
交
通
道
徳
を
普
及
徹
底
し
、

正
し
い
交
通
ル

l
ル
と
マ
ナ
ー
の
実
践

を
溜
慣
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
防
止
を
徹
底
し
よ
う
と
い
う
も
の
で

大
洗
港
開
港
・
フ
ェ
リ
ー
就
航
を
記

念
し
て
、
大
洗
町
主
催
・
東
日
本
フ
ェ

リ
ー
肌
協
賛
に
よ
る
敬
老
ご
優
待
の

か
北
海
道
の
旅
。
が
去
る
3
月
お
日
開

と
幻
自
闘
の
2
破
に
分
け
て
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
は
第
1
班

m人
、
第

2
班
加
人
の
合
計
的
人
の
多
数
に
の
ぼ

り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
一
万
三
千
制
限

の
パ
ル
ナ
船
上
で
の
往
復
2
泊
、
豊
富

な
い
で
湯
の
登
別
温
泉
・
定
山
渓
渇
泉

で
の
2
泊
の
く
つ
ろ
ぎ
、
と
、

4
泊

5

8
の
長
い
行
程
を
つ
つ
が
な
く
、
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

沢
山
の
北
海
道
土
産
を
手
に
手
に
元

昭和601手5F.11B

気
で
帰
町
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
き
っ
と
、

家
に
一
決
ら
れ
て
か
ら
楽
し
か
っ
た
旅
の

土
産
話
に
話
が
は
づ
ん
だ
こ
と
で
し
ょ

、つ

す
。
初
日
の
6
日
に
は
常
陽
銀
行
前
で

交
通
事
故
ゼ
ロ
の
臼
運
動
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
・
交
通
安
全
車
両
パ
レ
ー
ド
が

行
な
わ
れ
、
山
臼
に
は
東
光
台
交
差
点

で
テ
ン
ト
村
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
な
い
、
永
町
堀
割
地
区
は
、
か
つ
て
廃
船
の
当
日
、
町
内
会
の
皆
さ
ん
は
、
各
自
ス

ミ
ス
ポ

i
ト
大
洗
2
名
(
黒
沢
好
さ
ん
菓
一
場
と
し
て
荒
涼
と
し
た
姿
を
さ
ら
し
コ
ッ
プ
等
を
持
ち
寄
り
、
自
分
遠
の
池

郡
司
操
さ
ん
)
・
梅
む
す
め
2
名
も
参
加
て
い
ま
し
た
が
、
町
の
壊
立
整
備
事
業
域
は
自
分
遠
の
手
で
緑
あ
る
町
に
し
よ

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
シ

i
ト
に
よ
り
昭
和
問
年
に
児
童
公
菌
、
昭
和
う
と
体
に
汗
し
て
樹
木
を
手
際
よ
く
植

ベ
ル
ト
の
着
用
・
チ
ラ
シ
等
に
よ
る
交
臼
年
地
区
集
会
所
が
建
設
さ
れ
、
コ
ミ
ら
れ
ま
し
た
。

通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
ユ
ニ
テ
ィ
地
区
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
こ
の
樹
木
は
、
宝
く
じ
の
収
益
金
の

交

通

事

故

を

肪

ぎ

、

町

民

の

一

人

ひ

ま

し

た

。

助

成

(

繰

化

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

事

業

)

を

と
り
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
り
ま
今
田
、
堀
割
地
区
集
会
所
周
辺
に
、
受
け
た
も
の
で
、
町
内
会
の
皆
さ
ん
の

し

よ

う

。

黒

松

、

コ

デ

マ

リ

、

梅

を

は

じ

め

回

数

手

で

大

切

に

育

て

ら

れ

、

子

供

達

や

堀

ゆ
す
り
合
い
の
山
ガ
本
の
樹
木
が
永
町
日
臣
町
内
会
の
皆
さ
割
地
一
弘
の
皆
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

か
よ
う
斐
通
安
全
ん
の
協
力
に
よ
り
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
場
と
し
て
一
一
層
の
潤
い
を
与
え
る
こ
と

ー
、
補
製
呉
の
交
付
・
修
理

対
象
者
・
身
体
障
害
者
手
帳
を
も

つ
で
い
る
方
。

種
類
①
視
覚
樟
害
:
盲
人
安
全

つ
え
・
義
肢
・
眼
鏡
・
点
字
器

②
聴
覚
・
一
言
語
機
能
障
害
・
:
補
糠

繰
に
生
れ
変
る

堀

割

地

監

⑦ 

器
人
工
暇
頭
③
肢
体
不
自
由
:
・

義
手
・
義
足
・
装
毘
一
(
・
車
椅
?
?
・
収

尿
器
・
歩
行
補
助
つ
、
ぇ
・
そ
の
他

費
用
・
所
得
に
よ
り
一
部
負
設
が

あ
り
ま
す
。

窓
口
・
役
場
厚
生
課

由
開
嘩
蓄
の
一
詣
祉

で
し
ょ
、
っ
。

2
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

つ
ぎ
の
用
具
が
給
付
・
貸
与
さ
れ

ま
す
。費

用
・
所
得
に
よ
り
一
部
負
担
が

あ
り
ま
す
。

窓
口
・
役
場
厚
生
課

種 重責 給与・貸与を受けられる者

浴 そ つ
湯 わ か し 器 l級又は 2級の下肢・体幹機能障害のある方(学令児以上)

f更 器

訪11 練 し、 す 1級又は 2級の下肢・体幹機能障害のある方(3オ-17オ以下)

電動タイプライター
① 1級又は 2級の上肢又は言語・上肢複合障害のある方(18オ以上)

② 1級又は 2級の上肢機能障寄のある方(学令見以上-17オ以下)

特 殊 {更 器 l級又は 2級の上絞機能障害のある方(学令児以上)

盲人用ァープレコーダー
l級又は 2級の視覚障害のある方(学令児以上)

盲人用カナタイプライター

点字タイプライター
l級又は 2級の視覚障害者で、就学・就労している方、又は就労が見

給
込まれる方(学令児以上)

盲人用タイムスイッチ
1級又は 2級の視覚障害のある方

盲人用時計

サ ウ ン ド マ ス タ ー 2級の聴覚障害者で、乳幼児(5オ以下)を養育している方(18オ以上)

特 殊 て7
① l級の下肢・体幹機能障害のある方(18オ以上)

、ソ
② l級又は 2級の下絞・体幹機能障害のある方(3オ-17オ以下)

聴覚障害者用自覚時計
2級の聴覚障害者で、就労している方

(聴覚障害者のみの世帯およびこれに準ずる世帯)

聴覚障害者用屋内信号灯
2級の聴覚障害者

(聴覚障害者のみの世帯およびこれに準ずる世帯)

特 殊 寝 よ仁み3 1級又は 2級の下肢・体幹機能障害のある方 (18才以上)

ヨ11 練 用 J、、 、y ト l級又は 2級の下肢・体幹機能湾審のある方(学令児以上-17オ以下)

アープレコーダー l級又は 2級の視覚障害のある児童(学令児以上)

付 カ、 ス 警 報 器
5侯頭摘出等により口臭覚機能をそう失された方(喉頭摘出等により嘆覚

機能をそう失された方のみの世帯及びこれに準ずる世帯

富 人 用 震 卓
視覚障害 2級以上の方(就労している方、主婦またはこれに準ずる方

を原則とする)

電 重力 ノ¥ ブ、 フ ン 上肢障害 2級以上の方(手動ハブフシの使用が関難な方)

電 五i~ 調 理 器 視覚障害 2級以上の方(盲人の方のみの世帯及ぴこれに準ずる世帯)

火 リミζt《 警 報 器 障害等級 2級以上の方(火災発生の感知及ぴ避難が著しく悶難な障害

色 重力 ;湾 火 器 者のみの世帯及びこれに準ずる世帯)

特 殊 尿 器 下肢又は体幹機能障害 1級の方(常時介護を婆する方に限る)

寸E三ヨ= 人 用 体 i1ii¥. 計 視覚障害 2級以上の方(宙人のみの世帯およびこれに準ずる世帯)

入 浴 t長 架 下肢または体幹機能摩書2級以上の方

難聴者または外出困難な身体障害者(原則として 2級以上)の方であ

貸 福 祉 電 話 ってコミュニケーション、緊急速絡等の手段として必要性があると認

められる方(障害者のみの世帯及ぴこれに準ずる世帯)

与
聴覚または音声言語機能燈害3級以上の方で、コミュケーション、緊

、、、
一 フ 7" ク ス 急速絡等の手段として必要性があると認められる方(電話によるコミ

ユニケーション等が図難な障害者のみの世帯およびこれに準ずる世帯)

関
鵠
だ
よ
H
V

治
療
方
針
の
下
根
気
よ
く
治
療
を

つ
づ
け
る
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と

医
者
に
か
か
り
す
ぐ
転
医
す
る
の

で
は
、
同
じ
よ
う
な
検
資
、
処
置
、

投
薬
を
く
り
返
さ
れ
る
わ
け
で
、

医
療
費
は
一
一
倍
に
は
ね
返
り

ま
す
。

三
月
一
臼
か
ら
匿
療
費

一
一
了
三
%
値
上
げ

医
療
費
が
三
月
一
日
か
ら
、
平
均

=
了
三
%
値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
と
同
時
に
薬
価
基
準
(
薬
の
公
定

価
格
)
が
一
一
・
一
%
引
き
下
げ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
医
療
費
の
実
質
的
な

値
上
げ
幅
は
一
・
ニ
%
で
す
。
特
に
、

入
院
料
や
手
術
料
の
よ
げ
幅
が
、
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
医
療
費
の
値

上
げ
が
国
保
財
政
に
与
、
え
る
影
響
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
医

療
費
節
約
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

O
次
の
よ
う
な
こ
と
は
避
け
ま
し

ト
」
ケ
叫
ノ
。

r ... 

シ

受
診

慢
性
結
膜
炎
で
A
医
院
に
か
か

り
思
わ
し
く
な
い
の
で
B
医
院

に
、
さ
ら
に
友
達
に
紹
介
さ
れ

C
病
院
と
三
つ
の
眼
科
を
ハ
シ

ゴ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ど
こ

の
医
院
で
も
同
じ
よ
、
つ
な
処
置

や
投
薬
を
つ
け
て
い
る
わ
け
で

す
三
枚
の
請
求
書
が
国
保
に
ま

わ
っ
て
き
ま
す
の
で
三
倍
の
医

療
費
を
国
保
が
支
払
う
こ
と
に

な
り
、
こ
れ
は
大
変
な
ム
ダ
づ

か
い
で
す
。

2 

浮
気
受
診

神
経
痛
で
あ
の
産
者
、
こ
の
医

者
と
通
っ
て
い
ま
す
。
慢
性
病

は
最
初
か
ら
し
っ
か
り
し
た
専

門
医
を
選
ぴ
、
き
ち
ん
と
し
た

3 

や
り
直
し
診
灘

歯
科
監
で
入
れ
歯
を
作
り
、
ど
う

も
具
合
が
惑
い
、
痛
い
、
と
い
う
の

で
別
の
歯
科
医
で
作
り
獲
し
ま
し

た
。
入
れ
歯
は
最
初
か
ら
、
き
っ
ち

り
A
口
う
と
い
う
こ
と
は
、
少
な
い

の
で
す
。
自
分
の
口
に
な
じ
む
ま

で
、
作
っ
た
歯
医
者
さ
ん
に
何
回

か
調
整
し
て
も
ら
っ
て
初
め
て
自

分
の
義
歯
に
な
る
の
で
す
。
入
れ

歯
の
作
り
直
し
は
い
け
ま
せ
ん
。

高
く
つ
く
時
間
外
診
諜

-
深
夜
(
夜
十
時
か
ら
譲
朝
六
時
ま
で
)

や
休
日
・
時
間
外
の
受
診
は
、
ふ
つ
う

の
医
療
費
の
ほ
か
に
加
算
料
と
い
わ
れ

る
割
増
料
金
を
と
ら
れ
ま
す
。

時
間
外
の
受
診
は
、
急
に
倒
れ
た
と

か
、
大
け
が
を
し
た
と
か
、
突
発
的
な

場
合
を
除
い
て
、
充
分
注
意
さ
え
し
て

い
れ
ば
、
あ
る
程
度
避
け
る
こ
と
は
、

決
し
て
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ふ
つ
う
の
病
気
は
な
ん
ら
か
の

前
触
れ
が
あ
り
ま
す
。
土
曜
か
ら
す
こ

し
お
か
し
い
、
と
い
う
よ
う
な
場
合
翌

日
は
休
日
と
い
う
こ
と
を
考
慮
し
て
、

そ
の
臼
の
う
ち
に
診
療
を
つ
け
る
心
構

え
を
持
つ
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
む
づ
か
し

い
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
づ

か
い
が
医
療
費
増
大
の
大
き
な
歯
止
め

に
な
る
の
で
す
。



全
国
海
の
子
絵
画
展

過
日
、
「
第
七
回
全
国
海
の
子
絵
画

展
L

へ
出
品
す
る
参
加
作
品
審
査
会
が

行
わ
れ
、
本
町
小
学
生
の
ニ
作
品
が
応

募
総
数
一
一
、
四
二
二
点
の
中
か
ら
見
事

入
選
し
、
う
ち
優
秀
賞
作
口
聞
は
全
国
大

会
に
推
せ
ん
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
中
学
生
が
海
を
愛
す
る

心
と
、
漁
業
を
育
て
る
心
を
は
く
く
み

将
来
、
日
本
の
漁
業
を
背
負
っ
て
立
つ

人
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
全
国
漁

協
連
合
会
が
主
催
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

優
秀
賞

大
震
小
学
校
四
年
萩
沼
淳
子
さ
ん

佳

作磯
浜
小
学
校
三
年
皆
藤
泰
昭
君

昭和60.1手5月1El 

一
、
金
参
拝
高
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
へ
ニ
ー
一
一
番
地
の
一

株
式
会
社
水
戸
カ
ン
ツ
リ
i
倶
楽
部

代
表
取
締
役
友
末
洋
治
殿

月
は
盟
民
年
金
(
老
令
年
金
@
福
祉
年

金
を
除
く
)
の
現
況
屈
の
提
出
時
期
で
す

小中学生命絵曲入
。世界関童画展

01毎の子絵国展

.. 5毎の子絵画展「優秀賞」作品

松
川
地
区
に
松
川
集
落
セ
ン
タ
ー
が

完
成
し
、
去
る
3
月
山
品
目
竣
工
式
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
落
セ
ン
タ
ー
は
農
村
集
落
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
の
補
助
事
業
と
し
て
、

松
川
公
民
館
跡
地
に
木
造
ス
レ
ー
ト
葺

平
家
建
(
一
八
二
、
一
八
ぽ
)
、
総
事
業
費

一八、

0
0
0千
円
で
町
が
建
設
い
た

し
ま
し
た
。

集ム
E

室
・
和
室
・
調
理
実
修
室
等
の

整
っ
た
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し

て
皆
さ
ん
に
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

竣
工
式
は
松
川
地
区
の
お
母
さ
ん
遠

の
心
の
こ
も
っ
た
手
作
り
の
料
理
で
、

集
落
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
委
員
長
の
今

泉
菊
治
さ
ん
や
地
元
関
係
者
間
名
が
出

席
し
慶
大
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
一
盟
食
生
濡
故
品
購
幽
擢
遊
園
蝿

審
了
武
田
す
よ

b
'九
番

樹
脂
血

3
叫

Z
J
Z
E
f
品
調
和
ふ
命
運

大
洗
町
叫
運
動
公
園
建
設
資
金
の

一
部
と
し
て
町
に
寄
蹄
さ
れ
ま
し

た。

国
民
年
金
か
ら
障
害
年
金
・
母
子
れ
ず
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
・
遺
児
年
金
・
寡
婦
年
金
(
老
な
お
、
去
年
の
六
月
一
日
以
後
に
、

齢
年
金
や
福
祉
年
金
は
除
か
れ
ま
す
)
新
ら
た
に
年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
方

を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎
年
五
月
一
一
一
や
、
年
金
の
支
給
停
止
が
解
除
さ
れ
た

十
一
日
ま
で
に
現
況
届
を
役
場
年
金
方
な
ど
は
、
そ
の
時
に
確
認
し
て
あ
り

係
を
通
じ
て
、
水
戸
高
社
会
保
険
事
ま
す
の
で
、
今
回
は
現
況
届
を
提
出
す

務
所
(
今
ま
で
の
水
戸
社
会
保
険
事
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
)
へ
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
現
況
届
に
つ
い
て
の
お
間
合
せ
は
大

ん

。

洗

町

役

場

年

金

係

(

電

話

六

七

!

五

一

こ
の
現
況
属
は
、
年
金
を
受
け
て
一
一
内
線
五
三
)
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ

い
る
あ
な
た
ゃ
あ
な
た
の
家
旅
な
ど
さ
い
。

に
変
わ
り
が
な
い
か
ど
っ
か
確
認
し
、

あ
な
た
が
向
こ
う
一
年
間
引
き
続
い

て
年
金
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
講

べ
る
大
切
な
届
け
な
の
で
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
現
況
屈
を
出
す

の
が
遅
れ
た
り
、
ま
た
、
出
す
の
を

忘
れ
た
り
し
ま
す
と
、
あ
な
た
の
年

金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に
な

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
現

況
届
は
、
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
忘

一
、
金
参
百
高
円
也

大
洗
町
磯
浜
町
へ
一
一
一
一
一
一
番
地
の
一

株
式
会
社
水
戸
カ
ン
ツ
リ
l
倶
楽
部

代
表
取
締
役
友
末
洋
治
殿

大
洗
町
児
愛
福
祉
事
業
の
一
部

と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
金
拾
高
円
也

丑

寅

会

関
根
虎
男
殿

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入

の
一
部
と
し
て
町
に
寄
附
さ
れ
ま

し
た
。

世
界
児
薫
画
展

こ
の
た
び
、
「
第
十
五
回
世
界
児
童

商
展
」
(
主
僚
、
財
団
法
人
美
育
文
化

協
会
。
日
本
テ
レ
ビ
文
化
事
業
団
)
に

出
品
し
た
本
町
小
中
学
生
の
九
作
品
が

見
事
入
選
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
際
親
善
と
子
供
達
の
友

好
を
深
め
あ
う
た
め
世
界
各
国
が
参
加

の
も
と
開
か
れ
る
も
の
で
、
北
関
東
地

区
応
募
総
数
一
問
、
一
五
六
点
の
中
か

ら
選
ば
れ
ま
し
た
。
う
ち
特
選
の
二
作

品
は
世
界
各
地
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

つl

l

特
選
(
お
話
の
絵
)

夏
海
小
学
校
一
年
川
上

特
選
(
漁
港
)

第
一
中
学
校
二
年
沖
津
恵
美
子
さ
ん

圭

作大
賞
小
学
校
六
年
板
橋
磨
弥
さ
ん

祝
町
小
学
校
六
年
国
弁
学
君

磯
浜
小
学
校
一
年
沼
市
T
佐
智
子
さ
ん

同

校

二

年

永

長

利

彦

君

同
校
一
一
一
年
米
川
和
香
子
さ
ん

同

校

四

年

小

沼

尚

美

さ

ん
清
君

L百

町
社
会
福
祉
協
議

会
善
意
銀
行
に
、
昭

和
田
年
目
月
以
降
次

の
寄
附
が
ょ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

寄
附
を
よ
せ
て
い

た
だ
い
た
方
々
の
「
ま

ご
こ
ろ
」
と
寄
附
の

ご
趣
旨
を
生
か
し
、

社
会
福
祉
向
上
の
た

め
活
用
さ
せ
て
い
た

も

蕃意の寄附

ありがとうございます

佳全J

あ

険
世
界
児
童
画
展
「
特
選
」
の
二
人

沖
津
恵
美
子
点
、
ん
と
川
上
清
君

去
る
3
月刊
ω
日
第
二
回
食
生
活
改
善

推
進
員
養
成
講
習
会
の
修
了
式
が
大
洗

サ
ン
ル

l
ト
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

町
が
主
催
し
第
二
回
の
修
了
生
で
あ

る
食
生
活
改
善
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
中

心
に
な
り
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち

の
手
で
」
の
合
言
葉
の
も
と
に
、
日
常

の
食
生
活
の
栄
養
改
善
を
推
進
す
る
た

め
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
講
習
会
で
、

こ
の
一
年
間
一
期
生
の
協
力
の
も
と
熱

心
に
勉
強
さ
れ
所
定
の
講
習
を
修
了
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
竹
内
町
長
と
清
水
那
珂

湊
保
建
所
長
の
修
了
証
書
が
一
人
一
人

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
修
了
さ
れ
た
方
々
は
、
先

輩
の
皆
さ
ん
と
、
研
究
・
協
力
し
食
生

活
改
善
の
推
進
員
と
し
て
、
家
庭
に
お

け
る
食
生
活
の
改
善
を
と
お
し
な
が
ら

各
地
域
で
の
集
会
や
、
講
習
会
な
ど
で

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
登
か
で
健
康
な
町
づ

く
り
の
推
進
カ
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

講
習
会
を
修
了
さ
れ
た
が
々
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。

加
藤
、
つ
め

海
老
沢
幸
子

加
藤
三
枝
子

大
久
保
昭
子

吉

村

勝

子

稲
沢
せ
つ
子

小

池

芳

子

清

水

和

枝

黒

沢

光

枝

加
部
東
あ
き
子

今

関

ひ

き

高

橋

勝

子

佐
藤
美
津
校

石

井

き

み

米

川

和

子

沢
白
田
道
子

鈴

木

芳

子

弦

巻

照

子

平
戸
美
津
江

大
津
美
代
子

関
根
一
晶
子

木
ノ
本
和
江

大
川
き
み
子

足

羽

淳

子

小

松

初

子

川

俣

静

子

米

川

昭

子

池
間
き
よ
子

お

国

翠土産
潮こ護
苑え警

ン
タ

エノ
1) 

ズ
@ 

| 

お

母
親
べ
っ
た
り
の
過
保
護
に
な
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。

又
肥
満
児
は
一
一
般
に
ネ
食
い
の
傾

肥
満
と
は
(
身
長

lm)
×
M
値
向
が
あ
り
ま
す
。
随
っ
て
普
通
の
子

以
上
の
場
合
を
云
い
ま
す
。
犯
満
児
供
に
比
べ
る
と
量
的
に
多
く
な
る
わ

に
な
る
と
肝
織
に
脂
肪
が
た
ま
り
、
け
で
す
。

脂
肪
肝
と
な
っ
た
り
、
糖
尿
病
が
起
運
動
不
足
も
問
題
で
、
学
校
か
ら

っ
た
り
、
血
圧
が
高
く
な
っ
た
り
、
帰
っ
た
ら
テ
レ
ビ
の
前
で
寝
こ
ろ
ん

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
く
な
っ
た
り
で
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
や
、
菓
子
を
ダ
ラ

し
ま
す
。
い
わ
ば
子
供
な
の
に
成
人
ダ
ラ
飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
し
て
外

病
が
起
き
て
い
る
わ
け
で
す
。
肥
満
に
出
な
い
と
云
う
の
も
太
る
生
活
様

児
の
剖
%
は
大
人
に
な
っ
て
も
肥
満
式
で
す
。

の

ま

ま

で

す

。

太

り

始

め

る

時

期

は

2
1
3
才
か

太
る
の
は
体
質
的
な
も
の
、
食
べ
ら
と
8
i
m
オ
の
項
が
多
い
様
で
す

過
ぎ
、
運
動
不
足
が
原
田
と
な
り
ま
が
、
赤
ち
ゃ
ん
時
の
肥

す
。
両
親
が
太
っ
て
い
る
と
子
供
の
満
は
た
い
て
い
歩
き
始

別
%
が
太
り
、
母
親
だ
け
太
っ
て
い
め
る
項
に
な
る
と
、
体

る
と
印
%
が
、
父
親
だ
け
太
っ
て
い
が
し
ま
っ
て
く
る
の
で

る
と
羽
%
が
太
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
幼
児
期
以
降
肥
満
に
な

て
い
ま
す
。
母
親
が
太
っ
て
い
る
時
る
挙
は
少
い
様
で
す
。

は
向
じ
食
べ
物
を
与
、
え
る
と
思
わ
れ
、

2
1
3
オ
壕
太
り
か
け

国
閣
直
⑮

舵
満
は
な
ぜ
わ
る
い

た
ら
、
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
、

運
動
さ
せ
、
特
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、

キ
ャ
ン
デ
ー
、
清
涼
飲
料
水
等
の
甘

い
も
の
を
控
え
る
こ
と
、
最
も
多
い

の
は
お
や
つ
の
ダ
ラ
グ
一
フ
食
い
で
す

か
ら
そ
れ
を
止
め
さ
せ
る
事
で
す
。

対
策
は
子
供
自
身
が
太
り
す
ぎ
を

意
識
し
な
け
れ
ば
む
ず
か
し
い
で
十
九

減
食
・
運
動
が
勿
論
必
要
で
す
が
、

余
り
強
制
し
す
ぎ
る
と
、
欲
求
不
満

に
な
っ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
様
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
も
十
分
考
え

て
実
行
さ
せ
る
こ
と
で
す
。

(
大
洗
医
師
会
・
提
供
〕

(
滋
賀
県
高
烏
町
)

.
の
バ
イ
キ
ン
グ
、
冬
期
の
鍋
料
理
も
お

す
す
め
で
き
る
。

命
宿
泊
利
用
料
二
泊
二
食
付
)

被
保
険
者
等
四
、
三

O
O円

一

般

五

、

0
0
0円

@
予
約
申
込
み
・
間
合
せ

「
翠
湖
苑
」
へ
直
接

一γ
五一一

o
i
一一

滋
賀
県
高
島
郡
高
島
町
萩
の
浜

T
E
L
(
O七
四
O
)
三
六
i

一
一
回
O

だ
き
ま
す
。

一
、
金
三
万
円
也

那
珂
湊
市
街
中
金

桂

木

一
、
金
一
万
円
也

熊
本
市
九
口
問
寺
一
Ili--

一Ill-
五

草
ヶ
谷
陽
司
殿

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
善
意
と
「
ま
ご
こ
ろ
」
を
い

か
し
、
老
人
一
倍
社
、
身
体
障
害
者
福
祉
、

母
子
福
祉
、
等
の
他
域
福
祉
活
動
の
推

進
を
は
か
り
「
豊
か
で
住
み
よ
い
社
会
」

を
つ
く
る
た
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
民
の
皆
様
に
よ
る
社
会
福

祉
協
議
会
活
動
、
善
意
銀
行
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

潤
殿

(3)第161号

概
山
美
代
子

小
松
崎
和
子
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「
ヰ
ム
晶
、
ガ
ン
」
集
団
検
診
の
お
知
ら
せ

昭和60年5月1B 

@
検
診
日
及
び
場
所

0
5
月
初
日
(
月
)
松
ケ
丘
住
宅
集
会
場

0
5
月
目
日
(
火
)
大
貫
青
年
研
修
所

0
5
月

n
g
(水
)
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

⑧
受
付
帯
問
午
後
ロ
時
加
分
よ
り

午
後
1
時
却
分
ま
で

@
対
象
大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
却
歳
以
上
の
婦
人

⑮

料

金

無

料

⑧
申
込
場
所
及
び
方
法

5
同
月
日
臼
田
ま
で
に
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ

i
(電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
)

く
わ
し
い
こ
と
は
、
そ
の
都
度
週
報
等
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、

不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

T
E
L
附
1
0
1
0

昭和60年度 程犬購予動注射及び
登録の実施について(お知らせ)

標言己のことについて、 T記日稜表のとおり実施し、たしますの

で貴所有犬について遺漏のないよう御通知いたします。

尚、当日予防注射を受ける際 犬に異常のある場合は必らず

扱当獣医に申出てください。

注射 料金

注射済妻美交付手数料

登録手数 料

計

其丹 日 場 E斤 時 間 担当獣医

祝匝了亀農商鹿目リ 9 :30-10:10 

明治記念館別
午 10:15-10:55 

5月28日
大洗第一鳥居伊j

』時1)一
11 :00-11 :30 鈴木先生

(火)
港湾入口漁呉倉庫lliJ 午 1 :15-1 :55 

一丁目観音様別 f長 2 :00-2 :40 

西 福寺別 9 :30-10:00 

藤本ペンキ底百日
午

10:10-10:40 
5月29臼

大洗町保健センター
前

10:50-11: 30 " (水)
永匪丁登後患旅童吉田自

午後
1 :15-1 :50 

永田Iニ夜 尊 目リ 2 :00-2 :40 

髭三を道干且神目リ 9 :30-10:10 

桜道湯浅材木1吉倉康前'
午

10: 20-10: 50 
5月30日

亀山鮮魚庖脇
前

II :OO-ll :30 " (木)
大賞小学校則 守二 1 :15-1 :50 

美家古美谷院自リ 後 2 :00-2 :30 

大賞青年研修所目U 9 :30-10:10 

角一諏訪神社f!1)
午 10:20-11:00 

自リ 際、 住宅
目1) 11: 10-11 :40 

5月31B 神山公民館別 1 :15-1 :35 " (金) 夏海農協剖
午 1 :45-2 :15 

松JlI公民館別 2 :25-2 :45 

松JlI向聖子商J6別
後

2 :50-3:10 

言己

2.500円

400円

2.100円

5，000円

蕗
業
統
針
調
査
に
ご
協
力
を

0
5
月
1
自
現

こ
の
調
査
は
、
わ
が
屈
の
商

屈
の
分
布
状
況
や
販
売
活
動
の

実
態
及
び
高
品
の
全
国
的
な
流

通
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

全
国
の
却
売
業
、
小
売
業
を

営
ん
で
い
る
す
べ
て
の
商
屈
を

調
査
の
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
。

調
査
は
、
知
事
か
ら
任
命
さ

れ
た
商
業
統
計
調
査
員
が
、
各

酪
鹿
を
夜
接
訪
問
し
、
調
査
察

に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
回
収

す
る
方
法
で
行
い
ま
す
。

調
査
内
容
は
、
統
計
法
に
よ

り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
報
告
に
御
協
力

で
翼
擁
〈
〉

下
問さ
し、し、

電 合 。

話せ
側 先
5 
1 
1 
1 

役
場
企
画
室

内
線
出
番

開 催 日 開始時間 {雀 署算 名 開催場所 千雀 内 モ円恒ヨ「

5R3日径訪
伯石書塾々 書道畏示会4日仕) 9 : 00- 展 大会議室

5日(日)

5月12日(日) 11 : 00- 第20包ふじの会音楽発表会 ホール ふじめ会生徒によるピアノ発表会

5月17臼樹仕)
18臼 9 : 00- 仏 兵 展 示 紋 売 会 リハーサノレ室 仏具展示販売会
19日(日)

5月17日幽 9 : 00- 運転免許証更新時講習会 大会議室
運 転 免 許 所 有 者 で 更 新 の た め の

講習会

5月間日仕) 13: 00- 児 康日 公 j寅 ホール アルプスの少女ハイジ

5月23日肘 9 : 00- たばこ組合総会 ホール 湊 た ば こ 組 合 総 会

5月26B(日) 10 : 00- てF ン ガ 映 画 会 ホール 親子のマン方、映商会

Fb 
大洗文化セン

※新ワクチンの開発により本年より予防注射は年 1閣となります。

(60.3月現在)

~ 本 年 前年同期 増減数

発生件数 7 (14) 7 (22) o (ム 8) 

死者数 1 (1) o (0) 

負傷者数 9 (21) 9 (25) o (ム 4) 

※( )内は累計を示す。

“密閉守田lま突通安全の自

大洗町における交通事故の発生状況

曹校
i
〉
縄
設

野
間
一
日

放
要
壊

Eド

，....... 

一
、
開
放
施
設
名
大
洗
町
立
第
一
中
学
校
夜
間
照
明
施
設

二
、
開
放
期
間
及
び
開
放
時
間
昭
和

ω年
5
月
1
臼
か
ら
昭
和
的
年
刊
月
白

g
ま
で
則
自
問
午
後
7
時
か
ら
午
後
9
時
ま
で

(
2
時
間
)

一
一
一
、
使
用
料
町
内
チ

l
ム
使
用
の
場
合
一

O
、
0
0
0円

前
町
外
チ
l
ム
使
用
の
場
合
ニ

O
、
0
0
0円

四
、
申
し
込
み
方
法
毎
月
2
回
の
抽
選
会
(
毎
月
1
8
・
日

B
の
午
前
9
待

中
央
公
民
館
事
務
家
前
カ
ウ
ン
タ
ー
)
で
決
定
す
る
。
(
日
曜
日
・
祭
日
の
場

合
は
翌
日
)

五
、
抽
選
司
(
貸
し
出
し
日
)

ω年
度
夜
間
照
明
施
設
開
放
日

時頼関丹施設開放題

番号 抽選 日 Bl'i1 B 開 放 B 抽選場所

1 4月26日 金 5月 1日-5月15日 中央公民館

2 5月 1B オく 5月16B- 5月31日 " 
3 5月15日 プk 6月 1日-6月15日 " 
4 6R1B  土 6月16B - 6 R30日 " 
5 6月15日 土 7月 1日~γ 月15臼 " 
6 7月 1B 月 7月16臼-7)ヲ 31日 " 
7 7月15B 月 8月 1日-8月 15B " 
8 8月 l臼 木 8月16日-8月31日 " 
9 8月15日 木 9月 1B-9月15日 " 
10 9月 2日 月 9月16日-9月30日 " 
11 9月17日 7]( 10月 1日-10月 15B " 
12 10月 1日 火 10月16B-lO月 31日 " 

※
注
意
事
項

ω抽
選
は
、
毎
月
1
日
・
日
B
午
前
9
時
に
中
央
公
民
館
事
務
室
前
カ
ウ
ン

タ
l
で
行
う
。
遅
刻
し
た
場
合
は
、
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ
て
も
抽
選
で

き
な
い
。

ω抽
選
は
、

1
人
1
聞
と
し
、
他
チ
!
ム
分
の
代
理
抽
選
は
、
一
切
認
め
な

い
。
な
お
、
チ
ー
ム
の
者
だ
れ
も
が
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、
チ
ー
ム
以

外
の
者
で
も
抽
選
で
き
る
。

ω貸
し
出
し
日
数
に
対
し
て
、
抽
選
チ
l
ム
が
少
な
い
場
合
は
、
-
回
目
の

抽
選
に
お
い
て
使
用
日
を
決
定
し
た
の
ち
出
席
し
た
チ
!
ム
の
中
で
再
度

拾
選
に
よ
り
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

川
同
一
平
の
駐
車
は
、
片
側
駐
車
と
す
る
。
(
含
応
援
者
)

山
間
干
阜
の
走
行
は
、
区
画
筆
理
内
で
は
徐
行
と
し
、
み
だ
り
に
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
鳴
ら
さ
な
い
こ
と
。

附
民
家
の
出
入
り
口
前
の
駐
車
は
、
絶
対
に
し
な
い
こ
と
。

的
飲
ん
だ
ジ
ュ
ー
ス
ッ
空
缶
等
は
、
利
用
団
体
で
必
ず
持
ち
帰
る
こ
と
。


